教職員のみなさんへ
　力をあわせて、府ＰＴＡ協議会の「３５人学級･警備員

存続署名」を成功させましょう
２００８年５月９日

大阪教職員組合中央執行委員会

教職員のみなさん。

大阪府ＰＴＡ協議会が「小学校１・２年生での３５人学級と学校警備員の存続を求める署名」にとりくむことを決定し、公立幼稚園、小・中学校の保護者に署名への協力を呼びかけています。

この署名は、橋下知事が発表した「財政再建プログラム試案」の中で、３５人学級の全廃と学校警備員配置に対する府補助金の廃止が打ち出されていることに対して、子どものすこやかな成長と安全・安心の学校教育をねがう保護者の共通の思いを結集したものです。
この署名には、大阪府小学校校長会・中学校長会が全面的に賛同し、協力してとりくむことを表明しています。
大阪教職員組合は、この署名運動に積極的に賛同します。ＰＴＡ活動としてのこのとりくみを成功させるため、立場や考えのちがいをこえて、すべての教職員、すべての教育関係者が力をあわせようではありませんか。
　東京を除く全道府県で少人数学級が実施され、中学校や高校への拡充がすすんでいるなかで、学力や生活習慣の向上で有効性が証明されているこの施策を廃止することは、大阪の教育にとりかえしのつかない打撃を与えることになります。
また、池田市や寝屋川市での痛ましい事件の教訓から府が呼びかけて実施した警備員配置の予算を廃止することは、保護者･府民にたいして説明のつくものではありません。
　大阪教職員組合は、府ＰＴＡ協議会がこの署名運動をとおして、すべての保護者に教育や府政のあり方を問い、主権者としての積極的な意思表示をよびかけられていることに深い賛同の意を表します。そして、この歴史的な署名運動が成功し、大阪の教育の明日をひらく大きな成果がえられるよう全力をつくします。
